
(1) No.0002(5 版） 「ひろしま・ブルガリア協会」ニュース ２００５年10月１５日（金）

国名：ブルガリア共和国

広さ：約111平方㎞（日本の

      　　　　　　  約3分の１）

人口：800万人弱

首都：ソフィア（約100万人）

　　　 カザンラック（約8万人）

　バルカン半島に位置する東
欧の国・ブルガリア共和国は、
東に黒海、西にセルビアモン
テネグロとマケドニア、北にド
ナウ川を挟んでルーマニア、
南にギリシャとトルコを有してい
ます、アジア系遊牧民族・ブル
ガール人が移住、先住民のス
ラブ民族と融合し、第１次ブル
ガリア帝国を建国しました。
　その後、オスマン・トルコの占
領下で約５００年間、引き続き
約４５年間のロシア・ソ連圏へ
の併合と共産党独裁体制など
を経て、１８９８年から民主主義
国家に移行。現在、国を挙げ
て新しい国づくりが進められて
います。
　この間、アジアと西欧の結節
点として、異文化の交流、異民
族との友好などが進み、ブル

ガリアの伝統が受け継がれる

中、多彩な建築物などが残さ

れています。自然遺産を含め

て9か所の世界遺産を有してま

す。

　これまで日本と戦ったことが１

度もなく親日的。日本語や日

本文化に対する関心が高い。

民族：ブルガリア人80％、
　　　  トルコ系9.7％、
        ロマ  （ジプシ-）
3.4％、
言語：ブルガリア語
宗教：ブルガリ正教85％
       イスラム13%
国祭日：3月3日（トルコか
　　　　　 からの解放記念日）
文化の日：5月24日（キリル
　　　　　 　文字考案記念日）
議会：1院制(240人)

ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
接

点
国
で
９
か
所
の
世
界
遺
産

 
最
後
に

、
８
月
6
日

の
夜

、
被
爆
者
の
霊
を

悼
む
た
め
に
大
田
川
に

流
さ
れ
る
灯
ろ
う
に
同

ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ　ＢＵＬＧＡＲＩＡ　ＡＳＳＯＣＩＡＴＩＯＮ

ばらとヨーグルトと世界遺産を有する東欧の国

　
　
　
カ
ザ
ン
ラ
ッ
ク
の
友
と
交
流

　

市
長
は

「
平
和
は
私
た

ち
の
手
の
中
に
あ
る
の

で
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

」
と

、
ヨ
ト
ヴ
ァ

女
史
は

「
平
和
を
裏
切

ら
な
い
で
く
だ
さ
い

」

と
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
で
揮

ご
う
し

、
当
協
会
の
会

計
理
事
・
樋
口
英
子
さ

ん
に
託
し
ま
し
た

 
こ
れ
を
受
け
当

協
会
は
８
月
５
日

「
ダ
ミ
ャ
ノ
フ
市

長
を
囲
む
夕
べ

」

を
広
島
市
中
区
で

開
き
ま
し
た

。

 
席
上

、
市
の
松

本
良
徳
・
国
際
交

「
ダ
ミ

ャ
ノ
フ
市
長
を
囲
む
夕
べ

」
（
写
真

の
左
端
が
同
市
長

）

「
ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
協
会

」
が

誕
生
し
て
３
か
月
余
り

。
こ
の
間
に

、

広
島
市
中
区
で

、
ば
ら
の
町
・
カ
ザ
ン

ラ

ッ
ク
の

「
ダ
ミ

ャ
ノ
フ
市
長
を
囲
む

夕
べ

」
や

「
ブ
ル
ガ
リ
ア
・
ソ
フ
ィ
ア

大
学
の
医
学
生
の
歓
迎
会

」
を
行
い

、

友
好
の
橋
を
太
く
す
る
こ
が
で
き
ま
し

た

。
（
い
ず
れ
も
急
だ

っ
た
た
め
に
参
加
者

は
限
ら
れ
ま
し
た
＝

詳
報
は
次
号

）

「
ば
ら
の
町

」
カ
ザ
ン

ラ

ッ
ク
市
の
ス
テ
フ
ァ

ン
・
ダ
ミ
ャ
ノ
フ
市
長

と
通
訳
の
マ
リ
ヤ
・
ヨ

ト
ヴ
ァ
女
史
は

、
核
時

代
６
０
周
年
の
8
・
6

平
和
会
議

参
加
者
の

|

「
ダ
ミ
ャ
ノ
フ
市
長
を
囲
む
夕
べ

」
を
開
く
|

　
広
島
と
の
共
通
項
は
「

平
和
」

と
「

核
兵
器
廃
絶
」

「
平
和

」
を
願
い

灯
ろ
う
に
揮
ご
う

被
爆
写
真
展
を
ブ
ル
ガ
リ
ア
で

ダ
ミ

ャ
ノ
フ
市
長

神様がくれた国･ブルガリア

ブ
ル
ガ
リ
ア
探
訪
　

①
ブルガリアの位置（上）、国旗（左）

と世界遺産・リラの僧院（下）

を
中
心
に

、
平
和
都
市

会
議
や
平
和
記
念
式
典

な
ど
に
参
加
す
る
た
め

に
来
広
さ
れ
ま
し
た

。

流
担
当
課
長
ら
の
あ
い

さ
つ
の
後

、
同
市
長

は

、
広
島
と
の
共
通
項

目
は

「
平
和

」
と

「
核

兵
器
廃
絶

」
と
強
調

。

「
核
兵
器
廃
絶
は
困
難

か
も
し
れ
な
い
が

、
広

島
市
民
と
連
帯
し
て
核

兵
器
廃
絶
に
向
け
て
頑

張
り
た
い

、
と
決
意
を

披
瀝
し
ま
し
た

。

　
そ
し
て

「
カ
ザ
ン

ラ

ッ
ク
で
も
被
爆
写
真

展
を
開
催
し
た
い

。
ひ

ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ
リ
ア

協
会
が
広
島
市
と
の
仲

介
を
取

っ
て
ほ
し
い

」

と
要
請
し
ま
し
た

。

 
協
会
側
は

、
同
市
長

が
離
広
後
に
直
ち
に
市

平
和
資
料
館
で

、
被
爆

写
真
の
貸
し
出
し
を
打

診

。
1
セ

ッ
ト
3
0
枚

の
パ
ネ
ル
や
Ｃ
Ｄ
の
貸

し
出
し
と
贈
呈
が
で
き

る

、
と
の
回
答
を
得
た

の
で
現
在

、
送
り
方
を

検
討
し
て
い
ま
す

。

広島市で
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ヨ
ト
ヴ

ァ
女
史



(2) No.0002(5 版） 「ひろしま・ブルガリア協会」ニュース ２００５年10月１５日（金）

 　第３回　　１２月０４日（日）午前９時～午後３時

　　　　　「ブルガリアの食文化」
　　    　講師：ブルガリア留学生
　　場所＝広島市留学生会館・調理室、ホール
　　　　　　　  広島市南区西荒神町１－１
　　　　　　　    ＴＥＬ：０８２－５６８－５９３１

　 第１回　　１０月１８日(火）午後６時３０分～

　　　　　「神様がくれた国・ブルガリア」
 　第２回　　１１月０８日(火）午後６時３０分～

　　　「海外協力隊員が見たブルガリア」

さ
ん
と
協
会
理
事
の

福
本
尚
子
さ
ん
が

、

日
本
伝
統
文
化
の
一

つ
で
あ
る
長
唄
を
披

露
し

、
同
市
長
ら
を

歓
迎
し
ま
し
た

。

　
ま
た

、
斉
藤
鉄
夫

衆
院
議
員
や
秋
葉
忠

利
市
長
の
代
理
ら
が

駆
け
付
け

、
協
会
側

か
ら
は

、
浅
野
洋
二

相
談
役
や
海
生
直
人

会
長

、
佐
々
木
典
明

代
表
理
事

、
藤
田
洋

三
・
副
代
表
理
事

ら

、
男
女
約
２
０
人

が
参
加
し
て

、
親
し

く
交
流
し
ま
し
た

。

ソ
フ
ィ
ア
大
の
医
大
生
と
交
流

　
当
協
会
メ
ン
バ
ー

は

８
月
２
３
日
夜

、
広
島

市
中
区
で
原
爆
被
害
等

を
学
ぶ
国
際
医
学
生
連

盟
日
本
の

「
広
島
サ

マ
ー

ス
ク
ー

ル

」
に
参

画
し
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
・

ソ
フ
ィ
ア
大
学
医
学
部

５
年
の
ジ

ェ
コ
・
ナ
イ

チ

ョ
フ
さ
ん

（
写
真
左

　　

　

ば
ら
祭
り
に

「
ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問

団

」

経
過
や
規
約

、
活
動
方
針
な
ど
を
発
表

「
ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
協
会

」
設
立
総
会
の
続
報

来
年
６

月
初
旬

　
当
協
会
は
７
月
８
日

（
金

）
に
駐
日
ブ
ル
ガ
リ
ア
大

使
の
セ
ン
ド
フ
氏
を
迎
え
て

、
広
島
市
中
区
で
設
立
総

会
と
記
念
パ
ー

テ
ィ
を
開
き
ま
し
た

。
第
１
報
は

、
協

会
ユ
ー

ス
創
刊
号

（
８
月
１
５
日
付

）
に
掲
載
し
ま
し

た
が

、
今
回
は

、
経
過
報
告
と
写
真
中
心
の

「
続
報

」

を
紹
介
し
ま
す

。

各
界
か
ら
５
０
人
が
参
加

活動について説明する佐々木代表理
事　（中）と海生会長（左）、高丸理事

経
過
報
告
を
す
る

、
い
ま
む
ら
氏

（
右

）
＝

左
は
福
﨑
幹
事

文化、教育、経済交流などを活発に

ひ　ろ　し　ま　と　ブ　ル　ガ　リ　ア

福
山
ブ
ル
ガ
リ
ア
協
会
と
連
携

協
会
規
約

（
要
約

）

　
設
立
総
会
で
採
択
さ

れ
た
協
会
規
約
の
要
約

は
次
の
通
り
で
す

。

　
第
４
条

〈
活
動

〉

 

国
内
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
協

会
な
ど
の
友
好
団
体
・
人

や
経
済
･
教
育
界
な
ど
と

幅
広
く
連
携
・
協
力
し
な

が
ら
ブ
ル
ガ
リ
ア

(

人

)

と
の
平
和
・
文
化
･
芸
術

教
育
・
経
済
な
ど
の
交
流

と
社
会
貢
献
活
動
な
ど
を

進
め
て
い
く

。

　
第
5
条

〈
具
体
的
な
活

動

〉

　
新会員紹介 　法人会員：ひろでん・中国新聞旅行　　　　　　幹事：小原 寿江　　　会員 ： 市川 太一、 小原 弘之 、浜部 直樹　（敬称略）

「 ブ ル ガ リ ア 講 座 」 開 講 へ

「
ダ
ミ

ャ
ノ
フ
市
長

を
囲
む
夕
べ

」
で
は

長
唄
の
杵
屋
六
東
茂

「 ダ ミ ャ ノ フ 市 長 を 囲 む 夕 べ 」

　
設
立
総
会
で
は

、
海
生
会
長

の
あ
い
さ
つ
の
後

、
佐
々
木
代

表
理
事
が
今
年
度
の
活
動
と
し

て

、
ブ
ル
ガ
リ
ア
講
座
の
開

催

、
福
山
ブ
ル
ガ
リ
ア
協
会
と

の
連
携

、
来
年
６
月
初
旬
の
ブ

ル
ガ
リ
ア
訪
問
団
の
派
遣
な
ど

２
５
年
前
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
１

カ
月
余
り
取
材
し
た
と
聞
き
協

会
設
立
の
協
力
を
要
請
請
快
諾

を
得
る
④
５
月
１
４
日

、
福
山

ブ
ル
ガ
リ
ア
協
会
か
ら
の
連
絡

を
受
け
ア
ル
ゲ
ン
・
マ
ー

リ
ン

副
大
統
領
と
経
済
界
代
表
ら
の

一
行

（
計
7
人

）
を
迎
え
て
の

広
島
行
事

（
秋
葉
市
長
の
表

敬

、
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
碑
へ
の

献
花

、
平
和
資
料
館
の
見
学

、

る

「
経
済
セ
ミ
ナ
ー

」
の

開
催

、
東
広
島
市
の
酒
類

総
合
研
究
所
の
視
察

、
福

山
ば
ら
祭
へ
の
参
加

）
な

ど
の
案
内
役
を
引
き
受
け

同
副
大
統
領
や
セ
ン
ド
フ

大
使
ら
と
交
流
⑤
５
月
２

４
日

、
駐
日
ブ
ル
ガ
リ
ア

大
使
館
で
開
か
れ
た
同
国

の
第
２
記
念
日

「
教
育
・

文
化
の
日

」
（
キ
リ
ル
文

字
考
案
者
の
記
念
日

)

に

招
待
を
受
け
参
加
⑥
友
人

や
知
人
に
呼
び
掛
け
て

、

「
協
会
設
立
の
日

」
を
迎

え
た

、
と
い
う

。

杵屋さんが長唄を披露し歓迎

　
原
爆
被
害
の
研
究
で
来
広
し
た

　１０月１８日(火）から５回シリーズ

ま
し
た

。

　
①
１
１
年
前
か
ら
活
動
し
て

い
る

「
福
山
ブ
ル
ガ
リ
ア
協

会

」
（
中
村
秀
美
会
長

）
の
行

事
に
時
々
参
加

。
そ
の
う
ち
に

「
広
島
に
も
協
会
が
あ
れ
ば
い

い
の
に

」
と
思
う
よ
う
に
な
る

②
今
年
２
月
同
協
会
の
中
村
会

長

、
浅
野
幹
事
長
か
ら
広
島
に

も
協
会
を
く

っ
て
ほ
し
い
と
要

請
さ
れ
4
月
2
日
に

、
広
島
市

中
区
で
第
1
回

「
設
立
準
備
委

員
会

」
を
開
い
た

。
参
加
者
は

４
人
③
当
日
の
帰
路

、
市
内
で

数
年
ぶ
り
に
中
国
放
送
顧
問
の

佐
々
木
氏
に
会
い

、
同
氏
か
ら

　　場所＝中国環境パートナーシップオフィス
　　 　　　 　　広島市中区の東急ハンズ西隣の
　　　　　　　　　　　日本生命広島第二ビル２Ｆ）
　　　　　　　 　ＴＥＬ：０８２－５１１－０７２０

を
発
表
し

、
参
加
者
か
ら
賛

同
の
拍
手
を
受
け
ま
し
た

。

　
こ
れ
に
先
立

っ
て

、
設
立

準
備
委
員
会
事
務
局
の

、
い

ま
む
ら
こ
う
氏

（
常
任
理

事
・
事
務
局
長

）
か
ら

、
設

立
ま
で
の
経
過
が

、
次
の
よ

う
に
報
告
さ
れ

副
知
事
と
の
懇

談

、
県
国
際
ビ

ジ
ネ
ス
促
進
室

と
の
共
催
に
よ

端

）
と
イ
タ
リ
ア
・

カ
タ
ニ
ア
大
学
医
学

部
４
年
の
ジ

ュ
セ

ッ

　第5回　　2月０４日（土）午前１０時30分～

　　　　　「バルカン半島における国際関係」
　　　　　講師：大庭千恵子・広島市立大助教授

　場所＝国際会議場・３Ｆ研修室（平和公園内）
                     TEL：082-242-8879

　第4回　　1月24日（火）午後６時３０分～

　　　　　「世界遺産とブルガリア」
　　場所＝中国環境パートナーシップオフィス

最
も
美
し
い
ア
レ
ク
サ
ン

ダ
ー

・
ネ
フ
ス
キ
ー

寺
院

パ
ー

・
ラ
ン
ザ
さ
ん
を

囲
み

、
さ
さ
や
か
な
歓

迎
交
流
を
し
ま
し
た

。

　
こ
れ
に
は

、
冨
沢
佐

一

、
樋
口
両
理
事

、
坂

井
沙
織
さ
ん
ら
が
参
加

し

、
両
国
の
現
状
や
教

育
制
度

、
医
療
体
制
な

ど
に
つ
い
て
聞
き

、
再

会
を
約
束
し
ま
し
た

。
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①
在
日
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
と
ブ

ル
ガ
リ
ア
友
好
団
体
な
ど
と

の
連
携
と
交
流
②
両
国
の
文

化
・
歴
史
・
教
育
経
済
な
ど

の
学
習
会
や
講
座

、
懇
談
会

の
開
催
③
両
国
の
戦
争
被

爆
・
平
和
体
験
な
ど
の
共
有

と
継
承
の
取
り
組
み
④
両
国

住
民
の
相
互
訪
問
⑤
ブ
ル
ガ

リ
ア
と
広
島
の
世
界
文
化
・

自
然
遺
産
な
ど
の
保
護
⑥
両

国
の
芸
術
・
教
育
経
済
交
流

な
ど
の
促
進
⑦
ブ
ル
ガ
リ
ア

か
ら
の
研
修
員

（
生

）
の
受

け
入
れ
や
ホ
ー

ム
ス
テ
ィ
の

推
進
⑧
ひ
ろ
し
ま
の
街
づ
く

り
へ
の
貢
献
⑨
そ
の
他

、
双

方
の
平
和
文
化
・
教
育
・
経

済
交
流
･
貢
献
な
ど
に
関
し

て
の
諸
活
動

。

　
第
1
4
条

〈
運
営
費

〉

 
会
の
運
営
費
用
は

、
会

費

、
賛
助
会
費

、
寄
付
な
ど

で
賄
う

。

　
第
1
5
条

〈
会
費

、
賛
助

会
費

、
寄
付

〉

 
一
般
会
員
は

、
１
人
年
間

１
口
3
0
0
0
円

。
但
し

、

家
族
会
員
と
賛
助
会
員
は
同

1
0
0
0
円

。
幹
事
は
同

5
0
0
0
円

、
理
事
と
団

体
・
法
人
会
員
は
同
1
万

円

。
い
ず
れ
も
複
数
口
も

可

。
サ
ポ
ー

タ
ー

は
会
費
な

し

。
寄
付
は
制
限
な
し

。

　
第
1
6
条

〈
運
営
費
の
管

理

〉

 
運
営
費
の
収
支
は

、
常
任

理
事
・
事
務
局
長
と
会
計
理

事
・
事
務
局
次
長
の
責
任
で

管
理
す
る

。

　
第
1
7
条

〈
会
計
・
事
業

監
査

〉

　
会
計
年
度
は

、
4
月
～

翌

年
3
月
ま
で
で

、
毎
年
の
総

会
前
に
監
査
か
ら

、
会
計
・

事
業
監
査
を
受
け
承
認
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

　

（
以
下

、
省
略

）

浅野相談役

本多市局次長

中宮県室長

海生会長

ブルガリアとの交流の発
展を期して乾杯の発声を
する冨沢氏

　　吉岡さん、センドフ大使、通訳の小柳さん

大使の広島修大学
講演のもようについ
て報告する矢田部
助教授

広島とブルガリアの友情を深めて

パーティ会場は、澄んだ音色の「バラが咲いた」に うっとり

オ
カ
リ
ー

ナ
奏
者
の
吉
岡
由
利
子
さ
ん
が
演
奏

駐ブルガリア全権大使

構
築
へ
の
経
済
交
流
を
目
指
す

、

貴
協
会
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
を

、

心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す

。
活
発

な
活
動
を
続
け
て
い
る

「
福
山
ブ

ル
ガ
リ
ア
協
会

」
に
続
く

、
広
島

県
内
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
協
会
と
し

て

、
日
本
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
友
好

親
善
と
相
互
理
解
の
促
進
に
大
い

に
貢
献
さ
れ
る
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す

。

　
ソ
フ
ィ
ア
に
あ
る

「
地
球
と
人

間

」
博
物
館
で
は

、
毎
年
８
月
６

日
に

「
ひ
ろ
し
ま
・
祈
り
の
石

」

の
展
示
を
行
い

、
二
度
と
戦
争
を

繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を

人
々
に
訴
え
て
い
ま
す

。
こ
の
よ

う
に
平
和
構
築
へ
の
貢
献
を
通
じ

た

、
広
島
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
の
交

流
は
既
に
始
ま

っ
て
お
り

、

「
ひ

ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
協
会

」
の

設
立
を
通
じ
て

、
両
国
市
民
の
交

流
が
更
に
深
ま
り

、
日
本
と
ブ
ル

ガ
リ
ア
の
関
係
の
更
な
る
発
展
へ

と
繋
が

っ
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し

て
お
り
ま
す

。

民
族
の
共
存
そ
し
て
自
由
と
平
和
を

人
一
倍
大
切
に
す
る
国
家
・
国
民

こ
の
度
は

「
ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル

ガ
リ
ア
協
会

」
の
設
立

、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

　
バ
ル
カ
ン
半
島
の
東
部
で
西

と
東
の
交
差
点
に
位
置
す
る
ブ

ル
ガ
リ
ア
は

、
そ
の
長
い
歴
史

の
中
で
様
々
な
民
族
が
通
過
し

定
住
し

、
豊
か
な
伝
統
と
文
化

を
残
し
て
き
た
一
方
で

、
戦
略

的
に
重
要
な
位
置
に
あ
る
た

め

、
時
に
他
国
の
支
配
を
受
け

て
き
ま
し
た

。

　
１
９
０
８
年
に
オ
ス
マ
ン
・

ト
ル
コ
支
配
か
ら
完
全
独
立
し

た
後

る
広
島
に
お
い

て

、
日
本
と
ブ

ル
ガ
リ
両
国
市

民
に
よ
る
平
和

あ
り

、
民
族
紛
争
の
絶
え
な
い
バ

ル
カ
ン
の
安
定
要
因
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す

。

　
こ
の
度

、
恒
久
平
和
を
希
求
す

福井 宏一郎 氏

各
界
か
ら
あ
い
さ
つ

遥
か
ブ
ル
ガ
リ
ア
か
ら
の
祝
辞

大
戦
後
の
共
産
主
義
体
制
な
ど
に

よ
り

、
国
民
は
苦
し
い
経
験
を
す

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た

。

　
し
か
し

、
１
９
８
９
年
の
体
制

転
換
以
降

、
ブ
ル
ガ
リ
ア
は
政
治

経
済
分
野
で
の
諸
改
革
を
着
実
に

進
め
て
き
て
い
ま
す

。
現
在

、
民

主
主
義

、
そ
し
て
市
場
経
済
と
い

う
共
通
の
価
値
観
を
持
つ
パ
ー

ト

ナ
ー

と
し
て

、
我
が
国
と
非
常
に

良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
ま
す

。

　
日
本
の
重
要
な
パ
ー

ト
ナ
ー

で

あ
る
ブ
ル
ガ
リ
ア
は

、
困
難
な
時

代
を
過
ご
し
た
か
ら
こ
そ

、
民
族

の
共
存
そ
し
て
自
由
と
平
和
を
人

一
倍
大
切
に
す
る
国
家
・
国
民
で

も
バ
ル
カ
ン
戦

争

、
第
一
次
世

界
大
戦

、
そ
し

て
第
二
次
世
界

　ローマ時代からの歴史的な建

　物郡が残っているブロヴディフ

銀
の
杯
と

黄
金
の
瓶

シ
ブ
カ
峠
の

「
自
由
の
碑

」
と
塔

ブルガリアは日本の重要なパートナー

みんなが主役 各自の個性、特徴を発揮して素晴らしい出会いと素敵な「国際貢献」を
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編集後記

琴
欧
州
の
故
郷
・
ブ
ル

ガ
リ
ア
と
の
文
化

、
経

済
な
ど
の
交
流
推
進
を

 
　

　

 

　

　

　

号
に
つ
い
て
は
「

カ
ラ
ー

刷

り
が
き
れ
い
」
「

ブ
ル
ガ
リ

ア
の
情
報
を
」

な
ど
の
激
励

や
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し

た
。

そ
こ
で
今
回
か
ら
「

ブ

ル
ガ
リ
ア
探
訪
」

や
写
真
な

ど
を
入
れ
ま
し
た
▼
本
紙
を

見
た
後
に
「

頑
張
っ

て
ね
」

と
活
動
資
金
を
寄
せ
て
い
た

だ
い
た
方
、

海
外
協
力
隊
で

同
国
に
２
年
間
滞
在
し
帰
国

し
た
ば
か
り
の
好
青
年
を
紹

介
し
て
い
た
だ
い
た
方
、

ご

主
人
や
友
人
・
知
人
を
誘
わ

れ
た
方
な
ど
に
、

紙
面
を
借

り
て
、

お
礼
申
し
上
げ
ま
す

▼
大
相
撲
で
ブ
ル
ガ
リ
ア
出

身
の
琴
欧
州
関
が
１
３
勝
２

敗
で
準
優
勝
し
た
こ
と
か

ら
、

国
民
の
関
心
が
高
ま
り

全
国
的
に
「

ブ
ル
ガ
リ
ア
・

フ
ィ
ー

バ
ー
」

し
て
い
る
よ

う
で
す
▼
「

８
・
６
」

に
初

参
加
し
た
カ
ザ
ン
ラ
ッ

ク
の

ダ
ミ
ャ

ノ
フ
市
長
が
、
「

核

兵
器
に
よ
る
悲
惨
な
被
害
者

を
２
度
と
出
し
て
は
な
ら
な

い
。

ぜ
ひ
カ
ザ
ン
ラ
ッ

ク
市

で
も
被
爆
写
真
展
を
開
き
た

い
」

と
語
っ

て
い
た
こ
と
が

印
象
的
で
し
た
▼
話
題
に
の

ぼ
っ

た
広
島
の
フ
ラ
ワ
ー

・

フ
ェ

ス
テ
ィ

バ
ル
へ
の
「

ブ

ル
ガ
リ
ア
・
ば
ら
の
女
王
の

参
加
」

に
つ
い
て
は
実
現
す

る
よ
う
に
協
会
挙
げ
て
努
力

し
て
い
ま
す
。
（

爽
）

　
朝
晩
す
っ

か
り
涼

し
く
な
り
、

野
原
や

川
土
手
で
真
紅
の
彼

岸
花
が
咲
き
誇
る
秋

本
番
―
。

わ
が
協
会

ニ
ュ
ー

ス
も
第
２
号

を
発
刊
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
▼
創
刊

　「ひろしま・ブルガリア協会」の設立と
め各界の方々から、ご祝辞をいただ

福本  潤一 氏
参議院議員

藤田 雄山 氏

  広島県知事

　駐日ブルガリア大使館からブラゴヴェ
スト・センドフ大使を迎えての「ひろし
ま・ブルガリア協会」の設立、誠におめ
でとうございます。
　戦後６０周年の年に、平和都市・広島
において貴協会が設立されたことは、非
常に意義が深いものと感じております。
今後、広島とブルガリアの平和、文化、
さらには教育、経済の交流がますます推
進されることを願っております。
　私も広島市出身の国会議員として平
和・文化事業の推進に、さらに尽力して
まいりたいと、決意を新たにしておりま
す。
　貴協会の今後のご活躍とご発展を心よ
りご期待申し上げます。

戦
後
６
０
周
年
に
広

島
に
貴
協
会
が
設
立

さ
れ
た
意
義
は
深
い

琴
欧
州
の
故
郷
と
の

文
化

、
経
済
な
ど
の

市
民
的
交
流
推
進
を

　豊かな自然に恵まれ、「神様がくれた
国」と呼ばれるブルガリアは，ヨーグル
トやワイン、大相撲の琴欧州の活躍で親
しまれています。
　また、多くの文化遺産を有し、安定し
た経済成長を維持しておられることか
ら、今後さまざまな分野で、広島との交

流が期待されています。

　各界の皆様により設立されました「ひ

ろしま・ブルガリア協会」には、県民の

ブルガリアへの理解促進や文化・経済な

ど幅広い分野の交流推進に、ご活躍いた

だきますようお願い申し上げますととも

に、今後のご発展を心からお祈りいたし

ます。

　来年6月に右記の要領で「ばら祭り」

に第１回・訪問団を派遣することにして

います。楽しいブルガリアの思い出を

綴りたいと思います。

　現在、参加予定者を募っていますの

で、希望される方は事務局までご連絡

ください。お待ちしています。

　「ブルガリア訪問団」募集  　来年６月の「ばら祭り｣期間に

期間＝６月２日～９日（約１週間）

　　　　　　ばら祭りの期間

訪問地＝ソフィア、カザンラックなど

費　用＝約２０万円（予定で変更あり）

参加枠＝１５人～２０人前後

事前研修＝出発前にブルガリアの基礎研

　　　　　　修をして、濃密な訪問にする計

　　　　　　画です。

　機関紙の発刊に対し、協会顧問をはじ
きましたので順次、ご紹介します。

　　　　　　　　  会　長：海生 直人:広島修道大学教授　　　　　　　 代表理事：佐々木 典明・㈱中国放送顧問
　　　　　　　　　副代表理事：藤田 洋三・日本ブレスト総務部長　　　常任理事・事務局長：いまむら こうＨＩＥＳ代表

お薬から訪問介護、デイサービスまでお任せを

（有）ヤマオコーポレーション 広島市南区翠　０８２－２５０－９８０

楽しい旅プランを立てたい友は「たび館」に集合

ひろでん中国新聞旅
行

広島市中区八丁掘 ０８２－２５１－１０００

「協会」役員

「

ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
協
会
」

設
立
と
機
関
紙
発
刊
に
期
待
の
声
②
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